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令和5年7月31日

532-0024

06-6305-6592
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人履正社 大正11年4月1日 釜谷　　等 大阪市淀川区十三本町3-4-21
532-0024

06-6305-6592

履正社国際医療スポーツ専
門学校

平成10年4月1日 池尾　忠思 大阪市淀川区十三本町3-4-21

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

医療 医療専門課程 理学療法学科 - 平成17(2005)年度 平成28(2016)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

学科の目的
本校は教育基本法及び学校教育法ならびに関係諸法令に従い、理学療法士養成を専門とした医療専門課程を設置し、その理念と実践を授け、運動やスポーツ障害で
悩む数多くの人々に対して心身両面からリハビリテーションに寄与できるプロの職業人を育成することを目的とする。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

本科は理学療法士国家資格取得を目指す養成校である。4年間を通して、「知識」「技術」「思考」「判断」「表現」「態度」の６要素を育むことをモットーとし、技術、知識の
みならず情意部分の教育も重点的に行っている。入学する学生としては高校卒業後の現役生が多く、その中の大多数は高校時代にスポーツに勤しんでいた学生であ
る。

修業年限 全課程の修了に必要な総授業時数又は総
単位数

講義 演習 実習 実験 実技

4 昼間 ※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和4年度卒業生）

21
■地元就職者数 (F) 14
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

67

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 21
■就職希望者数 (D)　　　　　： 21
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和４年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

医療業界（病院、整形外科のリハビリテーション科）

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

0

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

当該学科の
ホームページ

URL
https://www.riseisha.ac.jp/course/physical/

100
■進学者数 0
■その他

国家試験不合格者4名、原級留置者1名、退学者1名

0

うち企業等と連携した演習の授業時数 0

うち必修授業時数 0

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 0

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 0

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 0

総授業時数 121

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 2

0

うち必修授業時数 0

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 0

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等に
おいてその担当する教育等に従事した者であっ
て、当該専門課程の修業年限と当該業務に従事し
た期間とを通算して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 14

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 6

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 23

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、か
つ、高度の実務の能力を有する者を想定）の数

9

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 3

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 有
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
一般社団法人リハビリテー
ション評価機構

令和3年8月1日
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ



種別

①

①

①

①

③

③

－

－

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

廣野　敏明 公益社団法人　大阪府鍼灸マッサージ師会
令和５年４月１日～令和７年３
月３１日（２年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（6月、10月）

（開催日時（実績））
第１回　令和５年６月２２日　１４：００～１６：００
第２回　令和５年１０月２６日　１４：００～１６：００

榎木　英介 ｻｲｴﾝｽ・ｻﾎﾟｰﾄ・ｴｰｼﾞｪﾝｼｰ合同会社
令和５年４月１日～令和７年３
月３１日（２年）

芦田　昇治 医療法人　青洲会診療所　リハビリテーション科
令和５年４月１日～令和７年３
月３１日（２年）

池尾　忠思 履正社国際医療スポーツ専門学校　学校長
内部委員

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程
の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方
針
本学科では、全人的視点を持って対象者を捉え「対象者の能力を最大限引き出す」ことができる理学療法士を理想とする。そ
のためには、常に正しいことを論理的に探求する姿勢をもち、基礎医学、臨床医学に深く精通し理学療法学を解釈・実施でき
る知識と技術を有し、同時に人間的な関わりに長けた人材を育成することを、ディプロマポリシー（以下DP）に掲げている。こ
のDPをもとに、４年間の教育課程（以下CP）において６つの能力（「思考」・「判断」・「知識」・「技能」・「表現」・「態度」）を涵養
するべく、各科目にそれぞれ育成する能力を明確にして、教育課程を編成している。この教育課程において、企業等の連携
は６つの能力涵養に、重要な役割を果たすと考えており、企業等にはDP/CPの背景説明を徹底している。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

学校組織図（医療専門課程）校務分掌の中に、独立した外部委員会として位置付けた。
建学の精神に基づく学校の特色や方針をカリキュラムに反映させている。教育課程編成委員会は独立した組織と定義し、カ
リキュラム編成に関する意見を取り入れ、チェック・審査機構として位置付けている。企業・医療機関側が求める人物像につ
いて本委員会を通してご意見を頂き、求める人物像の育成をいかに行うか、方法論も含めてカリキュラムを編成している。編
成会議で決定した事項は、改めて本委員会にあげ、ご意見を頂きチェック・審査を受けている。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

奥田　真義 医療法人桜希会　東朋八尾病院
令和５年４月１日～令和７年３
月３１日（２年）

令和5年7月31日現在

徳山　健司 公益社団法人　大阪府柔道整復師会
令和５年４月１日～令和７年３
月３１日（２年）

名　前 所　　　属 任期

高折　洋 医療法人山紀会　山本第一病院
令和５年４月１日～令和７年３
月３１日（２年）

田中　雅博 履正社国際医療スポーツ専門学校　教頭
内部委員

西村　展幸 履正社国際医療スポーツ専門学校　学科長
内部委員

辻井　宏昭 履正社国際医療スポーツ専門学校　学科長
内部委員

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

木下　拓真 履正社国際医療スポーツ専門学校　学科長
内部委員

竹中　宏 履正社国際医療スポーツ専門学校　事務長
内部委員

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

　本校では、COVID-19の流行を機に、ノート型PCを全学生に配布するなど、教育のICT、DX化を積極的に進めている。本委
員会では、昨今とりわけ注目を浴びている、チャットGTP等言語生成AIが教育に及ぼす影響について、議論を進め、カリキュ
ラムの改善案に取り入れている。委員会では、言語生成AIを使用することによる教育効果と学習過程に及ぼす悪影響の把
握、ならびに他教育機関の動向調査を実施しながら、前向きに取り入れ教育課程の改善に取り組むことで合意し、プロジェク
トを進めている。



科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

理学療法治療学特講Ⅰ〜Ⅲにおいて、シーティング、トランスファー技術、環境整備の関わる実習を株式会社ラックヘルスケ
アの協力のもと実施している。また、理学療法に関わる分野の先端技術の紹介やその技術指導、臨床実地教育を株式会社
互恵会と協力提携の上、実施している。

理学療法治療学特講
Ⅲ

理学療法の各分野における先端技術、テクニックの享
受、思考過程の教授を実施している。

株式会社互恵会

地域医療に対応する多様な講義、実技（ADLの実際、ポ
ジショニング、住宅改修、車いす・シ―ティング、救急法、
リスク管理）を紹介する。

株式会社ラックヘルスケア

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
理学療法技術において最新の知見を紹介する。また、日常生活指導技術において環境機材、自助具などの製作を紹介す
る。加えて環境設定、家屋改修など学内教育で指導できない内容を享受する。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

福祉住環境論
様々な福祉用具の種類、使用用途などについて実践を交
えて紹介している。また、義肢作成過程の見学や福祉用
具の見本市への参加を行なっている。

住まいと介護研究所

理学療法治療学特講
Ⅱ



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

令和4年10月15日、16日 対象： 理学療法士

神経系分野のリハビリテーションに関する学術大会

日本リハビリテーション医学会 連携企業等： 株式会社酒井医療

令和4年11月4日〜6日

②指導力の修得・向上のための研修等

エコー操作の研修会　講師

日本理学療法士協会認定カリキュラム（脳卒中） 連携企業等： なし

令和4年9月23日〜10月10日 対象： 理学療法士

認定教育カリキュラムのための講義実施（講師）

養成施設教員研修会 連携企業等： 厚生労働省

令和5年8月14日〜9月2日

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

高齢者に対する筋力アップの秘策

第20回日本神経理学療法学会 連携企業等： 株式会社酒井医療

神戸協同病院研修会（協会認定） 連携企業等： なし

令和5年3月30日 対象： 理学療法士・作業療法士

対象： PT/OT/ST

教育学に関する研修

対象： リハ医・コメディカル

リハビリテーションに関する学術大会

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

本校が定めている、教員に対する研修に係る諸規定に準じ、新たな知識や情報を吸収するため、公益社団法人日本理学療
法士協会が主催する学術大会や、各種理学療法学会（12分野等）への参加や、近畿又は大阪府理学療法学術大会や研修
会、講習会への参加を行い最新の知識や情報の習得を行っている。
また、全国リハビリテーション学校協会主催研究大会・研修会には毎年数名の教員が参加し研修を受けている。
さらに、各教員が専門とする分野の理学療法関連学会、研修会、講習会等に参加し知識・技術の研鑚に努めている。

離床学会教育セミナー 連携企業等： なし

令和7年7月8日 対象： コメディカル



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

なし

令和5年9月30日 対象： 理学療法士

理学療法士研修会

②指導力の修得・向上のための研修等

教育学に関する研修

第12回日本理学療法教育学会学術集会 連携企業等： 日本理学療法士協会

令和5年12月9日、10日 対象： 理学療法士

学習科学に基づいた教育活動の実践

第5回生涯学習研修会 連携企業等：

第45回日本疼痛学会 連携企業等： 日本クレア株式会社

令和5年12月8日〜9日 対象： 理学療法士

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

疼痛に関する基礎研究と臨床研究について

第34回日本臨床スポーツ医学会学術集会 連携企業等： 伊藤超短波

令和5年11月11日〜12日 対象： 医師・コメディカル

スポーツ医療における最新知見

第11回日本運動器理学療法学会学術大会 連携企業等： 日本理学療法士協会

令和5年10月13日〜15日 対象： 理学療法士

運動期理学療法の協創

第3回理学療法士作業療法士専任教育養成講習会 連携企業等： 日本理学療法士協会

令和5年12月4日〜令和6年2月21日 対象： PT/OT



種別

業界委員

企業委員

業界委員

業界委員

学識有識者

業界委員

-

-

-

-

-

-

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.riseisha.ac.jp/school/disclosure/
公表時期： 令和5年7月31日

やなぎ整形外科クリニック
令和5年4月1日〜令和7年3月
31日（2年）

中谷功 なかたに鍼灸整骨院
令和5年4月1日〜令和7年3月
31日（2年）

清行康邦 公益社団法人全日本鍼灸学会
令和5年4月1日〜令和7年3月
31日（2年）

荻原嘉彦 ハギーコーポレーション
令和5年4月1日〜令和7年3月
31日（2年）

野柳俊英

池尾忠思 履正社国際医療スポーツ専門学校
内部委員

田中雅博

安村亮 ラックヘルスケア株式会社
令和5年4月1日〜令和7年3月
31日（2年）

川上晃司 スポーツインテリジェンス株式会社
令和5年4月1日〜令和7年3月
31日（2年）

（６）教育環境 （６）教育環境
（７）学生の受入れ募集 （７）学生の受入れ募集
（８）財務 （８）財務

（３）教育活動 （３）教育活動
（４）学修成果 （４）教育成果
（５）学生支援 （５）学生支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（１）教育理念・目標 （１）教育理念・目標
（２）学校運営 （２）学校運営

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。ま
た、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
学校関係評価者として医療経営者、医療従事者、スポーツ指導者、医療機器業者などの企業から、、学校を取り巻く環境す
べての面で意見と評価を受けている。医療関係者の企業様と共に学校関係者評価委員会を設置し当該専門科目における実
務に関する知見を活かして、教育目標や教育環境等について評価し、その結果を次年度の教育活動及び学校運営改善の参
考とする。学校関係者評価は「私立学校専門学校等評価機構　専門学校等評価基準」の評価項目を使用して実施した。自己
点検・自己評価の結果を基に「専門学校における学校評価ガイドライン」に則り実施することを基本方針とする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（３）学校関係者評価結果の活用状況
令和6年度、本科を含めた医療学科は新校舎への移転を予定している。当該委員会では、新校舎における学習環境の充実
化について、第三者的視点で評価をいただき、いくつかの提言を受けた。まず、理学療法士としての技術向上のために欠か
せない、実技スペースの充実化について提言を受けた。現在、治療台を備えた実習室は、40人収容の治療室を２部屋準備
することに加え、機能訓練室に日常生活動作を行う環境が整備され、同環境下で授業が実施できるように整備をする予定に
なっている。また、授業外の自己学習スペースを可能な限り充実させる重要性についてご意見を頂いた。現在、各クラスに設
けられた教室に加え、教室前のスペースにも机と椅子を置き、自己学習スペースの充実化を検討している。さらに、飲料水自
動販売機の設置や学生トイレ設備など、アメニティ環境整備についても、学生の学習環境にとって重要であり、随時環境整備
に努めていくよう提言を受け、事務課を含めて準備を進めている。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 （９）法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流

履正社国際医療スポーツ専門学校
内部委員

西村展幸 履正社国際医療スポーツ専門学校
内部委員

辻井宏昭 履正社国際医療スポーツ専門学校
内部委員

木下拓真 履正社国際医療スポーツ専門学校
内部委員

竹中宏 履正社国際医療スポーツ専門学校
内部委員



（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.riseisha.ac.jp/school/disclosure/
公表時期： 令和5年7月31日

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 情報公開（財務）
（９）学校評価 情報公開（学校関係者評価）
（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境 十三キャンパス
（６）学生の生活支援 学生の一日、就職先・キャリアアップ
（７）学生納付金・修学支援 納付金のご案内

（２）各学科等の教育 学科紹介
（３）教職員 先生紹介
（４）キャリア教育・実践的職業教育 体験型学習のススメ

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

　当該委員会は、第三者的立場から評価・提言を得れる、重要な組織体であると認識している。当該委員会からの評価・提言
は、本校の客観的強みや改善点など、新たな気づきの発見に繋がることから、本校学校運営に関わるあらゆる情報提供が
必要であると考えている。また、医療・介護施設のみならず多分野に就職する学生を抱える専修学校という立場から、社会で
必要とされる人物像や能力に関わる情報は、学校教育の改変に直結することから、企業等との連携・協力の推進を積極的に
進めるものである。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学校案内

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係
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1 ○ 医療倫理学 医療従事者が行うケアに関する問題を倫理的な観点から考察する。
1
・
前

30 2 ○ ○ ○

2 ○ 心理学

心についての学問は、思想を中心とした「哲学」の範疇として長い歴
史を有しています。しかし、その心につい て、実験による科学的検証
が可能となった「心理学」は、今から約140年前にようやく成立した新
しい学問で す。 １年生の「心理学」では、心の性質について科学的
にはどのように解明されているのかを学び、２年生で学ぶ 悩みを抱
えた人への心理学の応用領域である「臨床心理学」へとつなげるこ
とを目的とする。

1
・
後

30 2 ○ ○ ○

3 ○ 表現論
「表現すること」を通して、他者とのコミュニケーションスキルを構築
する。

1
・
前

30 2 ○ ○ ○

4 ○
基礎ゼミナー
ルⅠ

より有意義な専門学生生活を送るために、学生生活全般のオリエン
テーション、 　ICT教育、グループワークを中心に実施する。

1
・
前

30 2 ○ ○ ○

5 ○
基礎ゼミナー
ルⅡ

与えられた課題に対し、自己にて不明点等を調べ学習する。 ・課題
に対して与えられたフィードバックを参考に、学習の方法などを振り
返る。

1
・
前

30 2 ○ ○ ○

6 ○ 栄養学
情報社会ではあるけれども情報に流されず、栄養の基本の「キ」を
知り、理学療法 を行う上でも適切なアドバイスができるようにする。

1
・
前

30 2 ○ ○ ○

7 ○ 統計学
臨床研究では様々なデータの特徴や様相を解析するため、統計学
の基礎知識が 必須となる。本講義では研究成果を正しく解釈するた
めの統計学的手法を学ぶ。

4
・
後

30 2 ○ ○ ○

8 ○ 英語
一般科学および基礎医学を中心とした専門英語及びその使用法の
習得。 オーディオ教材を使用したスピーキング・リスニングトレーニ
ングと英語表現。 医療現場における英会話。

1
・
前

30 2 ○ ○ ○

9 ○ 医学英語
リハビリテーションを中心とした専門英語の習得と、使用法の習得。
英文による健康及び基礎医学関連資料の読解。 臨床現場で必要と
なる英語表現や英語を使ったコミュニケーション方法。

1
・
後

30 2 ○ ○ ○

10 ○ 健康学概論
健康・体づくりの理論的背景を知り、「健康」に関する基礎的理論に
理解を深める。 また、現代の社会・環境を考慮した「健康」の創造に
ついて理解を深める。

1
・
前

30 2 ○ ○ ○

11 ○ 解剖学Ⅰ

運動器は、骨、関節・靱帯学と筋で構成されているが、筋の支配神
経を含んだ内容の講義 となる。骨学は、骨格の模型を用いて講義
をする。関節・靱帯学は骨の形態を理解した上 で関節の運動を考え
る。筋学は運動方向や支配神経を理解したうえで、筋や骨格で構成
される間隙などを把握し、神経や脈管などとの関係を、局所解剖学
として講義する。

1
・
前

30 1 ○ ○ ○

12 ○ 解剖学Ⅱ
解剖学、組織学の形態学を中心にした細胞、組織、臓器の成り立
ち、 ならびにその基本的な機能について学ぶ。

1
・
前

30 1 ○ ○ ○

13 ○ 解剖学Ⅲ
中枢神経系と末梢神経系、および循環器系についての構造と機能
について学ぶ。 また、それらの基本的な病態について理解する。

1
・
前

30 1 ○ ○ ○

14 ○ 解剖学演習
理学療法士にとって必須の運動器系（骨・関節・筋）の構造を中心
に、人体の構造 を学ぶ。骨の名称や筋の名称、筋の作用や支配神
経とその機能の学習を深める。

1
・
前

30 1 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（医療専門課程 理学療法学科）
分類

授業科目名 授業科目概要
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15 ○ 生理学Ⅰ

人体を構成する細胞、組織、器官、器官系の関係を理解する。細胞
の機能を説明できる。末梢神経、中枢神経系の機能を説明できる。.
筋組織の機能について説明できる。感覚の機能について説明でき
る。

1
・
前

30 1 ○ ○ ○

16 ○ 生理学Ⅱ

人における血液、.心臓、循環器系の役割について説明できる。呼吸
器系の役割について説明できる。消化吸収の役割について説明で
きる。内分泌系の役割について説明できる。泌尿器系の役割につい
て説明できる

1
・
後

30 1 ○ ○ ○

17 ○ 生理学Ⅲ

身体計測を実施し、各個人のデータと基準を比較し説明できる。血
圧測定の意義を理解し、説明できる。体力測定の意義を理解し、説
明できる。心電図の意義を理解し、説明できる。筋電図の意義を理
解し、説明できる。

1
・
後

30 1 ○ ○ ○

18 ○ 運動生理学
運動生理学は、運動処方やトレーニングを実施することにより、現象
と仕組みを学 習する学問である。 本講義では、運動による呼吸、循
環、代謝の変化を中心に生理学の基礎と応用に ついて学習する。

2
・
前

30 1 ○ ○ ○

19 ○ 体表解剖学
対象者の身体部位を正確に「触診」出来るよう「骨指標」の触診を中
心に、その知識と技術を学ぶ。

1
・
後

30 1 ○ ○ ○

20 ○ 運動学Ⅰ
生体力学や関節構造や運動の名称について解説する。　　　　肩関
節複合体、股関節、膝関節の骨運動や筋機能について説明する

1
・
後

30 1 ○ ○ ○

21 ○ 運動学Ⅱ
体幹から足関節までの骨と関節運動、筋活動について学ぶ。 歩行
周期、筋活動、時間的空間的指標について学ぶ。

2
・
前

30 1 ○ ○ ○

22 ○ 人間発達学

人間の発達を胎生期から老年期に至るまでの諸期間において、身
体的発達、運動 発達、心理的発達を知る。 新生児期から乳・幼児
期の運動発達を中心に各ライフステージでの特徴を知る。 正常発
達を理解し異常発達の特徴を知る。

1
・
後

30 1 ○ ○ ○

23 ○ 病理学

病理学は、正常状態（生理状態）における各組織・臓器の構造や機
能をもとに、病 態時での各組織・臓器での構造や機能変化および
病態からどのように回復するのかを学び、疾患の病因・病態・治療・
予後について理解することを目的とする。

2
・
前

30 1 ○ ○ ○

24 ○ 臨床心理学

クライエントの心の特性・状態を測定・分析する「心理アセスメント」を
扱う。測定結果に基づき悩みを解決するサポートを行う「心理療法」
を扱う。 心理アセスメントも心理療法も、どちらも様々な理論や手法
が存在するために、それぞれの特徴を理解し、自ら の適性やクライ
エントの状態に応じた使い分けが必要となる。そのために必要な知
識や技術を学ぶ。

2
・
前

30 1 ○ ○ ○

25 ○ 一般臨床医学

医学をこれから学ぶにあたって基礎的な知識を身に着ける。.特に臨
床と直結した基礎知識の習得に重点を置く。基礎知識が現場でなぜ
必要かも理解する。将来の理学療法実習に役立つ臨床現場の実情
と雰囲気を可能な範囲で理解する。将来の実習や、現場での勤務
に必要な医学的雑学を身に着ける。

1
・
前

30 1 ○ ○ ○

26 ○ 内科学Ⅰ
一つのテーマに対して3～5回をかけて授業していく。そのうち、特に
重要と思 われる疾患に関しては時間をかけて講義する。呼吸器疾
患、循環器疾患等。

2
・
前

30 1 ○ ○ ○

27 ○ 内科学Ⅱ
一つのテーマに対して3～5回をかけて授業していく。そのうち、特に
重要と思 われる疾患に関しては時間をかけて講義していく。消化器
疾患、内分泌・代謝疾患等。

2
・
後

30 1 ○ ○ ○

28 ○ 整形外科学Ⅰ
理学療法に必要な骨関節、神経疾患などの整形外科学的知識を学
習する。

2
・
前

30 1 ○ ○ ○

29 ○ 整形外科学Ⅱ
理学療法に必要な骨関節、神経疾患などの整形外科学的知識を学
習する。

2
・
後

30 1 ○ ○ ○

30 ○ 神経内科学Ⅰ
総論として主要神経症候の把握に重点をおくとともに、神経疾患特
有の臨床検査についても学ぶ。

2
・
前

30 1 ○ ○ ○

31 ○ 神経内科学Ⅱ 各論として、主な神経疾患について学ぶ。
2
・
後

30 1 ○ ○ ○



32 ○ 脳神経外科学

脳神経外科学の基礎となる 外科解剖、症候学を理解し、各疾患に
対する現時点での標準的な概念理解と診断・治療の過程を解説す
る。 それにより脳・脊髄疾患に対する理解を深め、将来自らが関わ
るであろう患者の病態理解とリハビリテーション の意義と可能性に
ついて学ぶ。

2
・
後

30 1 ○ ○ ○

33 ○ 精神医学

「こころ」や思考はそのヒトの気質・性格・身体のおかれた状況などに
よりきわめて 個性的にはたらく。そうした「こころ」や思考を体系的に
捉えようとした精神医学的な 考え方を習得し、そのうえで、医療現場
における患者の精神・神経・身体状況をより 深く理解できることを目
標とする。

2
・
後

30 1 ○ ○ ○

34 ○
リハビリテー
ション医学

理学療法が対象とする障害についての理解を深め、障害のメカニズ
ムをふまえ学 習する。 また、各疾患においては疾患概要から評価・
検査、障害構造、リハビリテーション治 療までの理解を深める。

2
・
後

30 1 ○ ○ ○

35 ○ 薬理学

薬物の作用機序や投与方法、体内動態に関する基本的事項を理解
した上で、対 象疾患に関連した薬物療法の考え方について学ぶ。あ
わせて、薬物の副作用やそ の多剤服用（ポリファーマシー）症状に
ついても学ぶ。

3
・
後

30 1 ○ ○ ○

36 ○
臨床検査・画
像診断学

生化学検査、生理検査、画像検査を中心に、それぞれどのような検
査なのか、理 学療法実施において、どのような留意点があるのかに
ついて説明する。

3
・
前

30 1 ○ ○ ○

37 ○ 救急救命医学
医師、看護師、理学療法士それぞれの立場から、救急救命に対す
る知識、技術、 リスクを学習する。

2
・
後

30 1 ○ ○ ○

38 ○ 小児科学 小児の成長・発達を学び、疾患の理解を深める。
2
・
後

30 1 ○ ○ ○

39 ○
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ概
論

 リハビリテーションの理念・過程、諸領域、理学療法士の役割、社
会福祉制度等、 各項目について講義を中心として学習する。

1
・
前

30 1 ○ ○ ○

40 ○
保健医療福祉
制度論

社会保障制度は、憲法25条の生存権規定に基づいて我々の生活
の根本を支える 制度である。まずは現在の社会保障制度の体系を
学び、各制度について大まかに 理解することが求められる。

4
・
後

30 1 ○ ○ ○

41 ○ 理学療法概論
理学療法の歴史、定義、法律、役割、対象や方法等を講義形式を中
心として教授する。

1
・
前

30 1 ○ ○ ○

42 ○
ケアマネジメン
ト論

地域包括ケアシステムの推進が図られているため、地域における理
学療法士の役割を学ぶ。

４
・
後

30 1 ○ ○ ○

43 ○
理学療法研究
法Ⅰ

理学療法を実施するにあたり、エビデンスの構築が求められる。マ
ニュアル通りの理学療法では対処できないことの方が多く、科学的、
論理的に考え、治療方針を立てることが重要となる。4つの専門分野
に分かれ、専門的な活動を通して論理的な思考を獲得する。

2
・
前

30 1 ○ △ ○ ○ ○

44 ○
理学療法研究
法Ⅱ

理学療法を実施するにあたり、エビデンスの構築が求められる。マ
ニュアル通りの理学療法では対処できないことの方が多く、科学的、
論理的に考え、治療方針を立てることが重要となる。4つの専門分野
に分かれ、専門的な活動を通して論理的な思考を獲得する。

2
・
後

30 1 ○ △ ○ ○ ○

45 ○
理学療法研究
法Ⅲ

講義、施設見学、用具作成実習（複数人の指導者が関わり、自助具
の企画から作成までを経験し、対象者への必要意識を高める）。

3
・
前

30 1 ○ △ ○ ○ ○ ○

46 ○
理学療法研究
法Ⅳ

地域医療に対応する多様な講義、実技（ADLの実際、ポジショニン
グ、住宅改修、車いす・シ―ティング、救急法、リスク管理）を紹介す
る。

3
・
後

30 1 ○ △ ○ ○ ○ ○

47 ○
理学療法基礎
実習

治療場面の見学等を通して、理学療法業務の概要と対象者の全体
像を知る。 測定会を通して、検査測定の経験を積み、基本的な検査
測定ができる。

1
・
通
年

30 1 ○ ○ ○ ○

48 ○ 臨床運動学

モーターコントロール原著（Anne Shumway-Cook , Marjorie
H.Woollacott著）の図書 を中心に講義を行い、特に中枢神経疾患に
対する臨床を網羅する。途中、モー ターコントロールに記載のない、
骨格筋に関する基礎医学を臨床の評価・治療に応 用する考えを講
義する。

3
・
前

30 1 ○ ○ ○



49 ○
理学療法特論
Ⅰ

学んだことを、国家試験の出題傾向に合わせ、振り返り、国家試験
の概要を知る。

3
・
後

30 1 ○ ○ ○

50 ○
理学療法特論
Ⅱ

国家試験出題傾向の多様化に対応し、段階的に国家試験対策を実
施する。

4
・
後

120 4 ○ ○ ○

51 ○
理学療法管理
学

各障害別のリスクマネジメントのみならず組織のリーダーとしての資
質を養い、将来部門管理に携わることのできる人材を育成する。

4
・
後

30 1 ○ ○ ○

52 ○
理学療法教育
学

卒後、理学療法士として成長する際に、理学療法分野の教育方法
の理解を理解しておくことは重要である。また、将来教育的立場に立
つ人材や実習指導において人材育成に能力を発揮できる学生を養
成する。

4
・
後

30 1 ○ ○ ○

53 ○
理学療法評価
法Ⅰ

理学療法評価総論、生理機能検査、形態測定、脳神経検査、疼痛
評価、深部腱反 射、高次脳機能についての学習を実技を含めて行
う。

1
・
後

30 1 ○ △ ○ ○

54 ○
理学療法評価
法Ⅱ

ヒトの身体動作を発現するために必要な関節機能と骨格筋機 能を
評価するために、「関節可動域測定法」と「徒手筋力測定法」につい
て学ぶ。

1
・
後

30 1 ○ △ ○ ○

55 ○
理学療法評価
法Ⅲ

運動麻痺検査、筋緊張検査、感覚検査、整形外科的Special test、
反射・反応検 査、 協調性検査、平衡機能・バランス検査、総合テス
トについての学習を実技 を含めて行う。

2
・
前

30 1 ○ △ ○ ○

56 ○
理学療法評価
演習

理学療法プロセス内の評価計画に於いて、必要な評価項目を実施
順位を考慮して 抽出できるように講義やグループワークを通じて学
習を行う。

2
・
前

30 1 ○ △ ○ ○

57 ○
理学療法評価
実習

動作観察・動作分析の基礎的な理論と技術を学ぶとともに、機能障
害と 能力障害との関連性を学ぶ。

2
・
後

30 1 ○ △ ○ ○

58 ○
クリニカルリー
ズニングⅠ

理学療法は理学療法プロセスに基づき実施する。学習をしてきた内
容を 活用・応用させながら、対象者をどのように評価して治療プログ
ラムを立案して、その思考過程について学ぶ。また、実習の一般目
標についても触れていく。

3
・
前

30 1 ○ ○ ○

59 ○
クリニカルリー
ズニングⅡ

模擬患者において理学療法プロセスを繰り返し実施する。 評価実
習を想定した一般目標に沿って講義を進める。

3
・
後

30 1 ○ ○ ○

60 ○
姿勢・動作分
析学

理学療法の目的は基本的動作能力の回復・維持である。その為、
対象者を評価す るには、必ず基本動作の観察・分析が含まれる。こ
の評価過程において、基本動 作が成り立つメカニズムの理解は必
要不可欠である。本講義では、基本動作（寝 返り・起き上がり・立ち
上がり・歩行）が成り立つメカニズムを実技を交えて学ぶ。

2
・
後

30 1 ○ ○ ○

61 ○ 物理療法Ⅰ
理学療法士の治療方法の一つである「物理療法」について、その特
徴と治療方法について学んでいく。痛み、温熱、水治、超音波等。

2
・
前

30 1 ○ △ ○ ○

62 ○ 物理療法Ⅱ
理学療法士の治療方法の一つである「物理療法」について、その特
徴と治療方法について学んでいく。光線、電気刺激等。

2
・
後

30 1 ○ △ ○ ○

63 ○ 運動療法Ⅰ
運動器系の解剖、生理、反射理論、学習理論の基礎的原理と各種
運動療法の具 体的治療方法との関係を学ぶ。関節可動域運動、筋
力増強運動等。

2
・
前

30 1 ○ △ ○ ○

64 ○ 運動療法Ⅱ
運動器系の解剖、生理、反射理論、学習理論の基礎的原理と各種
運動療法の具 体的治療方法との関係を学ぶ。全身調整、協調性運
動等。

2
・
後

30 1 ○ △ ○ ○

65 ○
日常生活活動
Ⅰ

日常生活活動（ADL）の概論を学習する。日常生活を営む上で必要
な基本的動作や、ＡＤＬ支援機器を用いた動作につい て実技を通し
て学習する。

2
・
前

30 1 ○ △ ○ ○

66 ○
日常生活活動
Ⅱ

日常生活活動（ADL）と障害について学習する。 代表的な疾患にお
ける日常生活活動の動作介助及び指導方法を学習する。 （ADL支
援機器を用いた動作も含む）。

2
・
後

30 1 ○ △ ○ ○



67 ○ 義肢学

義足においては単に外観を補う だけのものにとどまらず、動力装置
を持たない義足で歩行・走行できる仕組みにつ いて学ぶ。又義手に
おいては、基礎知識から最新技術を駆使した筋電義手までを 教授
し、実生活の中での義手機能の現状について正しく理解を深める。

3
・
前

30 1 ○ ○ ○

68 ○ 装具学
リハビリ テーション計画を進める上で、真に役に立つ装具の基礎知
識の習得を目的とする。 装具の目的・機能・適応について教授し、
講義に加えてギプス包帯を用いた採型実習を行う。

3
・
後

30 1 ○ ○ ○

69 ○
運動器系理学
療法治療学

この運動器障害に対しての各種評価 で得られた情報を分析し、必
要な治療を推察・展開していくための知識を身に付ける。

3
・
前

30 1 ○ ○ ○

70 ○
運動器系理学
療法治療学実
習

基本的な治療学の知識を基に、一人ひとりの患者様においての治
療選択や様々な環境によって の治療方法の選択が行えるようにな
ることを目的とする。安全性を担保した中で、より効果的な治療を行
うため にはどうすればよいか？を考え実践していく。

3
・
後

30 1 ○ △ ○ ○

71 ○
中枢神経系理
学療法治療学

科学的根拠、エビデンスに基づくしかも個人の技能レベルに大きく左
右されない、いうなれば誰が行おうがある程度の効果を出せる実践
的理学療法評価、介入方法を学ぶ。

3
・
前

30 1 ○ ○ ○

72 ○
中枢神経系理
学療法治療学
実習

中枢神経系理学療法治療学に基づく実践的な評価や治療、その他
先端機器の使 用方法を体験、学習する。

3
・
後

30 1 ○ △ ○ ○

73 ○
小児系理学療
法治療学

小児理学療法は単にこどもの障害に対する治療だけにとどまらず、
それを支援す る保護者をはじめとする支援者への指導等も含めて
支援することが重要である。そ して、対象疾患の概略、障害像、問
題点などについて理解を深め評価・治療を行う ことができる。これら
について学ぶ。

3
・
前

30 1 ○ ○ ○

74 ○
呼吸器系理学
療法治療学

呼吸器疾患の病態を知る。 画像、血液ガスデータを理解し、評価力
を高め予後予測を行う。

3
・
後

30 1 ○ ○ ○

75 ○
代謝循環器系
理学療法治療
学

基本的な循環器疾患および代謝疾患の病態とリハビリテーションの
解説。 運動療法および検査測定の実技。 循環器や代謝疾患のリ
ハビリテーションは疾病予防も含めた広い意味がありますが本科 目
では特に急性期病院での理学療法士の業務に関することを中心に
行う。

3
・
前

30 1 ○ ○ ○

76 ○
神経・筋疾患
理学療法治療
学

代表的な神経筋疾患（パーキンソン病、パーキンソニズム、脊髄小
脳変性症、多系統萎縮症、筋萎 縮性側索硬化症、皮膚筋炎、多発
性筋炎、大脳皮質基底核変性症、筋ジストロフィー、多発性硬化
症、ギランバレー症候群など）に関する基礎および臨床の知見を紹
介し、座学を中心とし、実際の症 例の動画を教材として実技やグ
ループディスカッションを行う。

3
・
前

30 1 ○ ○ ○

77 ○
脊髄損傷理学
療法治療学

脊髄損傷の病態と評価、理学療法の実際について学ぶ。脊髄損傷
者の日常生活動作（ADL）は、テキストに加え、動画を用いて解説す
る。脊髄損傷の評価と理学療法の実際は、講義と実技をとおして学
ぶ。

3
・
後

30 1 ○ ○ ○

78 ○
老年期理学療
法治療学

わが国では、急速に高齢化が進行しており、理学療法士として高齢
者医療や福祉 に携わることが多い。本講義では、高齢者の特徴を
知り、評価や理学療法につい て学習していく。

3
・
後

30 1 ○ ○ ○

79 ○
理学療法治療
学特講Ⅰ

理学療法士が対応するのは疾患やその症状である以前に「人」であ
る。理学療法の提供 による効果を最大限に高めるためには、セラピ
ストと患者間に存在する様々な事象をマネ ジメントする力が必要で
ある。本講義ではグループワークを中心に学生自らが問題解決で
きる能力を養う。

3
・
後

30 1 ○ ○ ○

80 ○
理学療法治療
学特講Ⅱ

各専門分野の最先端評価方法・治療技術について、それぞれ専門
性の高い理学療法士にオムニバス形式で講義を開講している。

4
・
後

30 1 ○ ○ ○

81 ○
理学療法治療
学特講Ⅲ

災害時の理学療法、ウィメンズヘルス、産業理学療法、予防理学療
法など理学療法士の活躍するフィールドは大きく変わっている。様々
なフィールドでの理学療法を学生に提示することで、キャリアデザイ
ンの一助にする。

4
・
後

30 1 ○ ○ ○ ○

82 ○ 福祉住環境論

障がい者・高齢者にとって生活しやすい住環境とはどういうものかと
生活環境整備 における理学療法士の役割について学ぶ。　そのた
めに必要な諸制度と住宅改修 の基礎知識、福祉用具の選び方・使
い方について学ぶ。様々な福祉用具の種類、使用用途などについ
て実践を交えて紹介する。

3
・
前

30 1 ○ ○ ○ ○

83 ○
レクリエーショ
ン

各種ボランティア活動、体育祭への参加。 介護保険施設で実施され
ている集団体操やレクリエーションを紹介するとともに、 グループに
分かれ学生自らが考案したものを実施する。

1
・
通
年

30 1 ○ ○ ○ ○



84 ○ 地域理学療法
地域における理学療法の展開と、セラピストに求められる専門性に
ついて、講義形 式・グループワークで学習する。

3
・
後

30 1 ○ ○ ○

85 ○ 見学体験実習 医療提供施設1ヶ所（理学療法業務）で5日間の実習を行う。

2
・
通
年

45 ○ ○ ○ ○

86 ○ 臨床評価実習 医療提供施設１ヶ所（理学療法業務）で5週間の実習を行う。
3
・
後

225 5 ○ ○ ○ ○

87 ○ 臨床総合実習
Ⅰ･Ⅱ期：病院又は診療所（理学療法業務）にて、各8週間の実習を
行う

４
・
通
年

810 18 ○ ○ ○ ○

87

期

週

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分

１学期の授業期間

（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

前・後

15

卒業要件：
規定の出席率をみたし、指定された単位数の修得し、卒業試験に合格したものを、卒業
判定会議で審査し、校長が認定したものとする。

履修方法：
学生は、学則に定める教育課程の所定の科目を履修し、所定の単位を修得しなければ、
進級もしくは卒業できない。

合計 科目 121 単位（単位時間）
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